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【はじめに】微細構造にもとづく超撥水表面は，様々な応用が期待できることから，近年，注目を集めて

いる．このような超撥水表面を各種分野に応用展開していくためには，大面積の微細構造を高スループ

ットに形成可能な手法の確立が重要となる．我々は，これまでに，陽極酸化ポーラスアルミナを用いたナ

ノインプリントプロセスによるナノ規則表面の形成と応用について検討を進めてきた [1]．陽極酸化ポー

ラスアルミナは，Al を酸性浴中で陽極酸化することによって形成されるナノホールアレー材料であるが，

大面積の規則構造形成が容易なことから，ナノインプリント用モールドとして適用することで，大面積ナノ

規則表面の効率的な形成を実現することができる．また，あらかじめマイクロ構造を形成した Al にポーラ

スアルミナを形成したものをナノインプリント用モールドとして用いれば，ナノ・マイクロ階層パターンを形

成することも可能であり，得られた規則表面が超撥水特性を示すことも報告した [2]．本報告では，ポー

ラスアルミナを用いたナノインプリントプロセスにより作製したナノ・マイクロ階層構造が示す撥水特性と

構造の関係について検討を行った結果を示す． 

【実験】陽極酸化とウェットエッチングによりマイクロメー

ターサイズの窪みパターンが形成された Al 板を形成し，

再度陽極酸化を行うことで，表面にナノ・マイクロ階層

構造が形成されたモールドを作製した．光硬化性樹脂

（PAK-02，東洋合成工業）を用いた光ナノインプリント

により，PET 基板表面にナノ・マイクロ階層構造を形成

した．作製した試料は，フルオロアルキルシランを用い

て表面修飾を行い，接触角を測定した． 

【結果及び考察】図１に，本検討で得られたナノ・マイク

ロ階層構造の SEM 像を示す．SEM 像より，マイクロメー

ターサイズの突起表面にナノピラーアレー構造が形成

されている様子が観察できる．図 2 には，ナノインプリン

トにより作製した階層表面における，動的接触角のマイ

クロ突起高さ依存性をまとめた結果を示す．図より，マ

イクロ突起の高さが 3μm を超えると前進及び後退接

触角がともに 170 度程度になることが分かった． 
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図 1 ナノ・マイクロ階層構造 (a)低倍，(b)高倍 

図 2 階層構造におけるマイクロ突起高さと
動的接触角の関係 
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